
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都中学校技術・家庭科研究会】 

Ⅰ 本研究会の概要  

 

 

Ⅱ 本研究会の研究・事業等の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究部、総務部、調査部、事業部で組織され、研究部では各領

域内容の研究を通して、また、総務部、事業部では、ものづくり

競技会や作品展の企画・運営を通して、さらに、調査部では研究

成果の収集、会報の作成・周知を通して教員の資質向上を目指し

ている。 

研究主題 よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて 

生活を工夫し創造する生徒の育成を目指す技術･家庭科教育 

～問題を見極め課題を設定し解決する学習とその評価～ 

（１）技術・家庭科で養うべき資質・能力と３学年間を見通した

学習過程との関連を図ること。 

（２）「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向か

う力、人間性等」をバランスよく育成することを踏まえつ

つ、「協働して作業する能力」と「主体性」を育てる指導方法

を工夫すること。 

（３）「見方・考え方」を働かせ，「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を図ること。 

（４）研究活動を通して、各部や各地域の研究活動の充実と人材

育成を図ること。 

（５）研究活動において、東京都内をはじめ近郊の大学と連携

し、これまでの全国大会・関東甲信越大会の成果をもとに，

さらなる研究の推進を行うこと。 

Ⅲ 研究主題設定の理由 

 

 

 

 本研究会では生徒が主体的に生活を工夫し創造できるためには、身の回り

の生活や社会を見渡し、その中から問題を見極め、課題を設定できる力を育

むことが大切だと考えた。技術や生活の営みに係る「見方・考え方」を働か

せて、よりよい生活や持続可能な社会の実現に向けて問題を見極めること。

見極めた問題について「見方・考え方の視点」を用いて課題を設定するこ

と。設定した課題を解決できること。など、見方・考え方を働かせる学習過

程の検討と、適切な指導計画や、指導と評価を工夫するとともに、このよう

な学習を３年間を見通して計画的に繰り返すことで、よりよい生活の実現や

持続可能な社会の構築に向けて生活を工夫し創造する生徒が育成できるであ

ろう。さらに、問題解決学習に繰り返し取り組んだ後に、解決した課題以外

の問題点を新たな課題として設定し、解決しようとしたり、これまでにない

問題点を見いだしたりする態度、よりよくするために粘り強く取り組もうと

する態度、また、様々な学びの振り返りを通して自らの学習を調整しようと

する態度などを適切に指導し、評価する方法を工夫すれば、子供の学びを質

的に高め、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて生活を工夫

し、創造する資質・能力を育成することができるであろうと考え、昨年度研

究に取り組んだ。  

 今年度は、昨年度の研究成果を基により発展させ、問題を見極め課題を設

定し解決する学習と、その評価の充実を目指し、研究主題を設定した。 
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Ⅳ 研究体制 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 主な事業等 

 

 各研究委員会の研究内容等は次のとおり。最新情報及び詳細

な内容については、本研究会 Web サイトを参照されたい。（東京

都中学校技術・家庭科研究会 https://ajgika.ne.jp/~tokyo/ ） 

① イノベーションにつながる問題発見・課題解決学習 

～学校の机を使いやすくできる製品開発を通して～ 

② 生物育成の技術と生活との関わりを理解し持続可能な社会の 

構築をめざす生徒の育成 

～独自の課題によるダイコンの袋栽培を通して～ 

③ 持続可能な社会の実現を目指し、主体的に技術を工夫し創造 

することができる生徒の育成 

〜モデル製作による問題解決学習を通して〜 

④ 持続可能な社会の実現に向けてよりよい社会の作り手を育て 

る情報の技術の指導 

⑤ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、家族 

や地域の人々と協働し、よりよい家庭生活を営もうとする生徒 

の育成 

－問題を見極め課題を設定し解決する学習活動を通して－ 

 

〇 夏季実技研修会  

〇 創造ものづくりフェア ｉｎ ＴＯＫＹＯ 

〇 全国中学生創造ものづくり教育フェア関東甲信越地区予選 

〇 全国中学生創造ものづくり教育フェア

館 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・。 

本教科の技術、家庭両分野の各内容の構成に基づき、次の八つ

の専門研究委員会を組織し、研究を実施した。 

①「材料と加工の技術」 ②「生物育成の技術」 

③「エネルギー変換の技術」 ④「情報の技術」 

⑤「家族・家庭生活」  ⑥－１「食の生活」  

⑥－２「衣住の生活」  ⑦「消費生活・環境」 

⑥―１ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて 

健康で豊かな食生活を実践しようとする生徒の育成 

－問題を見極め課題を設定し解決する学習活動を通して－ 

⑥―２ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて 

衣生活、住生活を工夫し創造する生徒の育成 

－問題を見極め課題を設定し解決する学習活動を通して－ 

⑦ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、自立 

した消費者として責任ある消費行動のとれる生徒の育成 

－問題を見極め課題を設定し解決する学習活動を通して－ 

＜令和５年度連絡先＞ 

団体名 東京都中学校技術・家庭科研究会 

代表者 

所属 目黒区立第十一中学校 

職 氏名 校長 田井 俊行 

連絡先 ０３－３７１８－６５０６ 

事務局 

所属 小平市立小平第二中学校 

職 氏名 校長 吉田 功 

連絡先 ０４２－３４１－０２４４ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

https://ajgika.ne.jp/~tokyo/ 
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